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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像し、前記被写体の画像を取り込む撮像手段と、
　ユーザにより入力される、撮像範囲内における第1の領域の位置の指定を受け付ける受
け付け手段と、
　前記受け付け手段により受け付けられた前記指定に基づいて、前記第1の領域を前記撮
像範囲内の任意の位置に設定する位置設定手段と、
　前記撮像手段による撮像の焦点距離を調整させる第1の指示入力、または、前記焦点距
離を調整させた後、さらに前記撮像手段により得られた前記被写体の画像を記録させる第
2の指示入力を受け付ける入力手段と、
　前記入力手段により前記第1の指示入力または前記第2の指示入力が受け付けられたとき
と、前記位置設定手段により前記第1の領域の位置が設定されたときに、前記焦点距離を
調整し、前記第1の領域に含まれる前記被写体に合焦させる合焦手段と、
　前記第1の領域の位置が設定されたときに前記合焦手段により前記被写体に合焦された
後は、前記入力手段により前記第1の指示入力または前記第2の指示入力が受け付けられて
も前記合焦手段による前記被写体への合焦を禁止する禁止手段と
　を備え、
　前記位置設定手段は、前記第1の領域の位置を設定する際に、前記第1の領域の大きさを
、前記受け付け手段により前記指定が受け付けられていない場合より小さく設定する
　ことを特徴とする撮像装置。
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【請求項２】
　前記位置設定手段は、前記受け付け手段により前記指定が受け付けられていない場合、
前記第1の領域の中心が前記撮像範囲の中心に位置するように、前記第1の領域の位置を設
定する
　ことを特徴とする請求項1に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記位置設定手段は、前記受け付け手段により前記指定が受け付けられた場合、前記第
1の領域の中心が、前記ユーザが指定した座標に位置するように、前記第1の領域の位置を
設定する
　ことを特徴とする請求項1に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像手段により前記被写体を撮像して得られた画像を表示する表示手段をさらに備
え、
　前記受け付け手段は、前記表示手段に重畳されたタッチパネルにより構成され、前記ユ
ーザが前記表示手段により表示されている前記画像を確認しながら第1の方法で入力した
座標を検出し、前記指定として受け付ける
　ことを特徴とする請求項1に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記第1の方法は、前記ユーザが前記タッチパネルを1回タップする方法である
　ことを特徴とする請求項4に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記第1の領域の設定を初期化して、前記受け付け手段により前記指定が受け付けられ
た状態の設定から、前記指定が受け付けられていない状態の設定に戻す初期化手段をさら
に備え、
　前記受け付け手段は、前記ユーザが第2の方法で入力した、前記第1の領域の設定の初期
化の指示をさらに受け付け、
　前記初期化手段は、前記受け付け手段により受け付けられた前記指示に基づいて、前記
第1の領域の設定を初期化する
　ことを特徴とする請求項4に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記第2の方法は、前記ユーザが前記タッチパネルを所定の時間内に2回タップする方法
である
　ことを特徴とする請求項6に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記第2の方法は、前記ユーザが所定の時間以上接触するように前記タッチパネルをタ
ップする方法である
　ことを特徴とする請求項6に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記表示手段は、前記合焦手段により前記第1の領域に含まれる前記被写体が合焦され
た場合、前記画像に重畳して前記第1の領域の外枠を所定の回数点滅表示する
　ことを特徴とする請求項4に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記撮像範囲内の所定の第2の領域を対象として露出を調整する露出調整手段をさらに
備え、
　前記位置設定手段は、前記第2の領域の中心が、前記受け付け手段により受け付けられ
た前記指定に基づいて、前記撮像範囲内の任意の位置に設定した前記第1の領域の中心に
位置するように、前記第2の領域の位置をさらに設定する
　ことを特徴とする請求項1に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　被写体を撮像する撮像部を有する撮像装置の撮像方法において、
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　前記撮像部において撮像された前記被写体の画像の取り込みを制御する取り込み制御ス
テップと、
　ユーザにより入力される、前記撮像部の撮像範囲内における所定の第1の領域の位置の
指定の受け付けを制御する受け付け制御ステップと、
　前記受け付け制御ステップの処理により制御され、受け付けられた前記指定に基づいて
、前記第1の領域を、前記撮像範囲内の任意の位置に、前記指定が受け付けられていない
場合よりも小さく設定する位置設定ステップと、
　前記撮像部による撮像の焦点距離を調整させる第1の指示入力、または、前記焦点距離
を調整させた後、さらに前記撮像部により得られた前記被写体の画像を記録させる第2の
指示入力を受け付けさせる入力制御ステップと、
　前記入力制御ステップの処理により制御されて、前記第1の指示入力または前記第2の指
示入力が受け付けられたときと、前記位置設定ステップの処理により前記第1の領域の位
置が設定されたときに、前記焦点距離を調整し、前記第1の領域に含まれる前記被写体に
合焦させる合焦ステップと、
　前記第1の領域の位置が設定されたときに前記合焦ステップの処理により前記被写体に
合焦された後は、前記入力制御ステップの制御により前記第1の指示入力または前記第2の
指示入力が受け付けられても前記合焦ステップの処理による前記被写体への合焦を禁止す
る禁止ステップと
　を含むことを特徴とする撮像方法。
【請求項１２】
　撮像部を用いて被写体を撮像する処理をコンピュータに行わせるプログラムであって、
　前記撮像部において撮像された前記被写体の画像の取り込みを制御する取り込み制御ス
テップと、
　ユーザにより入力される、前記撮像部の撮像範囲内における所定の第1の領域の位置の
指定の受け付けを制御する受け付け制御ステップと、
　前記受け付け制御ステップの処理により制御され、受け付けられた前記指定に基づいて
、前記第1の領域を、前記撮像範囲内の任意の位置に、前記指定が受け付けられていない
場合よりも小さく設定する位置設定ステップと、
　前記撮像部による撮像の焦点距離を調整させる第1の指示入力、または、前記焦点距離
を調整させた後、さらに前記撮像部により得られた前記被写体の画像を記録させる第2の
指示入力を受け付けさせる入力制御ステップと、
　前記入力制御ステップの処理により制御されて、前記第1の指示入力または前記第2の指
示入力が受け付けられたときと、前記位置設定ステップの処理により前記第1の領域の位
置が設定されたときに、前記焦点距離を調整し、前記第1の領域に含まれる前記被写体に
合焦させる合焦ステップと、
　前記第1の領域の位置が設定されたときに前記合焦ステップの処理により前記被写体に
合焦された後は、前記入力制御ステップの制御により前記第1の指示入力または前記第2の
指示入力が受け付けられても前記合焦ステップの処理による前記被写体への合焦を禁止す
る禁止ステップと
　を含む処理をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は撮像装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、より好適な自動合焦を行
うことができるようにした、撮像装置および方法、並びにプログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、デジタルスチルカメラや撮像機能を有するPDA（Personal Digital Assistants）等
に代表される撮像機能を有する小型の電子機器が普及するとともに、これらの撮像機能の
高機能化が進んでいる。
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【０００３】
例えば、これらの撮像装置は、通常、LCD（Liquid Crystal Display）等のディスプレイ
を備えており、レンズを介して取り込んだ画像を表示することができ、ユーザは、この表
示された画像を見ることによって構図を確認しながら、被写体を撮像することができる。
【０００４】
また、ディスプレイにタッチパネルを重畳することにより、ユーザが、構図を確認するだ
けでなく、ディスプレイに重畳されたタッチパネルを操作することにより、自動合焦機能
（以下、AF（Auto Focus）と称する）や、自動露出機能（以下、AE（Auto Exposure）と
称する）等を調整することができる撮像装置も存在する。
【０００５】
例えば、ユーザが、デジタルスチルカメラに設けられたディスプレイに表示されている取
り込み画像の被写体をそのディスプレイ上で指示すると、デジタルスチルカメラは、ディ
スプレイに重畳されているタッチパネルによってその位置を検出し、ユーザが指示した位
置の被写体に焦点を合わせる（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
【特許文献１】
特開平１１－３５５６１７号公報（第５－７ページ、図５－７）
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、以上のような方法においては、ユーザがキャプチャボタンを操作し、静止
画像をキャプチャする際にも、AF処理が行われ、被写体に焦点を合わせてしまう。
【０００８】
従って、予め焦点位置を固定した状態で静止画像を取り込む方法である、いわゆる「置き
ピン」の撮影を行う場合、ユーザは、フォーカスのモードをマニュアルフォーカスモード
にして、予め測定した焦点距離に設定するか、若しくは、キャプチャボタンを、いわゆる
「半押し」操作してAF処理のみを実行させ、その「半押し」の状態で、撮影タイミングま
で待機しなければならず、煩雑な作業を必要とするという課題があった。
【０００９】
特に、撮像機能を有するPDA等においては、ディスプレイにソフトウェアのキャプチャボ
タンが表示されている場合があり、そのようなソフトウェアのキャプチャボタンにはいわ
ゆる「全押し」操作しか用意されていない場合が多く、ユーザがソフトウェアのキャプチ
ャボタンを操作して、いわゆる「置きピン」の撮影を行うのは難しい。
【００１０】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、より好適な自動合焦を行うことが
できるようにしたものである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明の撮像装置は、被写体を撮像し、被写体の画像を取り込む撮像手段と、ユーザに
より入力される、撮像範囲内における第1の領域の位置の指定を受け付ける受け付け手段
と、受け付け手段により受け付けられた指定に基づいて、第1の領域を撮像範囲内の任意
の位置に設定する位置設定手段と、撮像手段による撮像の焦点距離を調整させる第1の指
示入力、または、焦点距離を調整させた後、さらに撮像手段により得られた被写体の画像
を記録させる第2の指示入力を受け付ける入力手段と、入力手段により第1の指示入力また
は第2の指示入力が受け付けられたときと、位置設定手段により第1の領域の位置が設定さ
れたときに、焦点距離を調整し、第1の領域に含まれる被写体に合焦させる合焦手段と、
第1の領域の位置が設定されたときに合焦手段により被写体に合焦された後は、入力手段
により第1の指示入力または第2の指示入力が受け付けられても合焦手段による被写体への
合焦を禁止する禁止手段とを備え、位置設定手段は、第1の領域の位置を設定する際に、
第1の領域の大きさを、受け付け手段により指定が受け付けられていない場合より小さく
設定することを特徴とする。
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【００１２】
　前記位置設定手段は、受け付け手段により指定が受け付けられていない場合、第1の領
域の中心が撮像範囲の中心に位置するように、第1の領域の位置を設定するようにするこ
とができる。
【００１３】
前記位置設定手段は、受け付け手段により指定が受け付けられた場合、第１の領域の中心
が、ユーザが指定した座標に位置するように、第１の領域の位置を設定するようにするこ
とができる。
【００１４】
　前記撮像手段により被写体を撮像して得られた画像を表示する表示手段をさらに備え、
受け付け手段は、表示手段に重畳されたタッチパネルにより構成され、ユーザが表示手段
により表示されている画像を確認しながら第１の方法で入力した座標を検出し、指定とし
て受け付けるようにすることができる。
【００１５】
前記第１の方法は、ユーザがタッチパネルを１回タップする方法であるようにすることが
できる。
【００１６】
前記第１の領域の設定を初期化して、受け付け手段により指定が受け付けられた状態の設
定から、指定が受け付けられていない状態の設定に戻す初期化手段をさらに備え、受け付
け手段は、ユーザが第２の方法で入力した、第１の領域の設定の初期化の指示をさらに受
け付け、初期化手段は、受け付け手段により受け付けられた指示に基づいて、第１の領域
の設定を初期化するようにすることができる。
【００１７】
前記第２の方法は、ユーザがタッチパネルを所定の時間内に２回タップする方法であるよ
うにすることができる。
【００１８】
前記第２の方法は、ユーザが所定の時間以上接触するようにタッチパネルをタップする方
法であるようにすることができる。
【００１９】
　前記表示手段は、合焦手段により第１の領域に含まれる被写体に合焦した場合、画像に
重畳して第１の領域の外枠を所定の回数点滅表示するようにすることができる。
【００２０】
前記撮像範囲内の所定の第２の領域を対象として露出を調整する露出調整手段をさらに備
え、位置設定手段は、第２の領域の中心が、受け付け手段により受け付けられた指定に基
づいて、撮像範囲内の任意の位置に設定した第１の領域の中心に位置するように、第２の
領域の位置をさらに設定するようにすることができる。
【００２１】
　本発明の撮像方法は、撮像部において撮像された被写体の画像の取り込みを制御する取
り込み制御ステップと、ユーザにより入力される、撮像部の撮像範囲内における所定の第
1の領域の位置の指定の受け付けを制御する受け付け制御ステップと、受け付け制御ステ
ップの処理により制御され、受け付けられた指定に基づいて、第1の領域を、撮像範囲内
の任意の位置に、指定が受け付けられていない場合よりも小さく設定する位置設定ステッ
プと、撮像部による撮像の焦点距離を調整させる第1の指示入力、または、焦点距離を調
整させた後、さらに撮像部により得られた被写体の画像を記録させる第2の指示入力を受
け付けさせる入力制御ステップと、入力制御ステップの処理により制御されて、第1の指
示入力または第2の指示入力が受け付けられたときと、位置設定ステップの処理により第1
の領域の位置が設定されたときに、焦点距離を調整し、第1の領域に含まれる被写体に合
焦させる合焦ステップと、第1の領域の位置が設定されたときに合焦ステップの処理によ
り被写体に合焦された後は、入力制御ステップの制御により第1の指示入力または第2の指
示入力が受け付けられても合焦ステップの処理による被写体への合焦を禁止する禁止ステ
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ップとを含むことを特徴とする。
【００２２】
　本発明のプログラムは、撮像部において撮像された被写体の画像の取り込みを制御する
取り込み制御ステップと、ユーザにより入力される、前記撮像部の撮像範囲内における所
定の第1の領域の位置の指定の受け付けを制御する受け付け制御ステップと、受け付け制
御ステップの処理により制御され、受け付けられた指定に基づいて、第1の領域を、撮像
範囲内の任意の位置に、指定が受け付けられていない場合よりも小さく設定する位置設定
ステップと、撮像部による撮像の焦点距離を調整させる第1の指示入力、または、焦点距
離を調整させた後、さらに撮像部により得られた被写体の画像を記録させる第2の指示入
力を受け付けさせる入力制御ステップと、入力制御ステップの処理により制御されて、第
1の指示入力または第2の指示入力が受け付けられたときと、位置設定ステップの処理によ
り第1の領域の位置が設定されたときに、焦点距離を調整し、第1の領域に含まれる被写体
に合焦させる合焦ステップと、第1の領域の位置が設定されたときに合焦ステップの処理
により被写体に合焦された後は、入力制御ステップの制御により第1の指示入力または第2
の指示入力が受け付けられても合焦ステップの処理による被写体への合焦を禁止する禁止
ステップとを含む処理をコンピュータに実現させることを特徴とする。
【００２３】
　本発明の撮像装置および方法、並びにプログラムにおいては、被写体が撮像され、被写
体の画像が取り込まれ、ユーザにより入力される、撮像範囲内における第1の領域の位置
の指定が受け付けられ、その指定に基づいて、第1の領域が、撮像範囲内の任意の位置に
、指定が受け付けられていない場合よりも小さく設定され、撮像の焦点距離を調整させる
第1の指示入力、または、焦点距離を調整させた後、さらに得られた被写体の画像を記録
させる第2の指示入力が受け付けられ、第1の指示入力または第2の指示入力が受け付けら
れたときと、第1の領域の位置が設定されたときに、焦点距離が調整され、第1の領域に含
まれる被写体に合焦され、第1の領域の位置が設定されたときに被写体に合焦された後は
、第1の指示入力または第2の指示入力が受け付けられても被写体への合焦が禁止される。
【００２４】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明を適用したPDAの正面の構成例を表す図である。
【００２５】
図１に示されるように、PDA１は、中央のヒンジ部１２を境に、表示部１１と本体部１３
とに分けられており、ヒンジ部１２を介して折り畳み可能に形成されている。
【００２６】
換言すると、表示部１１は、後述する図３に示されるように、軸１２－１（仮想的なもの
）を中心として回動して本体部１３に対して開閉自在とされている。さらに、表示部１１
は、軸１２－１に対して略垂直な軸１１－６（仮想的なもの）を中心として本体部１３に
対して回動自在とされている。即ち、表示部１１は、ヒンジ部１２と対向する面１１－３
（LCD２８が設けられている面１１－１と垂直な図３中下方の面）と平行に、回動される
ようになされている。
【００２７】
図１に戻り、表示部１１の面１１－１のほぼ全面には、LCD（Liquid Crystal Display）
２８、および、LCD２８の表面上に積層された透明な感圧式のタッチパネル３６が設けら
れている。即ち、タッチペン３５が、LCD２８上の任意の位置に配置されると、その座標
がタッチパネル３６により検出され、検出された座標に対応する所定の処理が行われる。
【００２８】
また、タッチパネル３６の所定の領域（LCD２８の図中下方の領域）には、文字を入力す
るための文字入力エリア２９が設けられており、文字入力エリア２９には、種々のソフト
ボタンや文字入力エリア等が表示される。ユーザが、タッチペン３５を操作して、その文
字入力エリア上にそれらの特殊文字を書くと、その特殊文字が入力される。即ち、タッチ
ペン３５が移動した軌跡がタッチパネル３６により検知され、その軌跡に対応する文字が
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入力される。
【００２９】
さらに、ユーザが、タッチペン３５を操作してソフトボタン４３を押下すると、文字入力
エリア２９には、キーボードのキー配列を表示したGUI（Graphical User Interface）で
あるソフトキーボードが表示される。ユーザが、タッチペン３５を操作して、ソフトキー
ボード上の任意のキーを押下すると、その押下されたキーに対応する文字（または記号等
）が入力される。即ち、タッチペン３５が配置されている座標がタッチパネル３６により
検知され、その座標に対応するキーが認識され、認識されたキーに割り当てられている文
字（または記号等）が入力される。
【００３０】
このように、ユーザは、タッチペン３５、および、ソフトウエアとしての文字入力エリア
２９を利用して、容易、かつ迅速に文字を入力することができる。なお、LCD２８の表示
面上全体に渡ってタッチパネル３６が積層されているので、文字入力エリア２９のLCD２
８に対する位置は、図１に示される位置に限定されず、例えば、後述するように、表示さ
れた画像の上下左右が反転されると、文字入力エリア２９は、図１中上方に配置され、上
下逆に表示される。このような場合においても、ユーザは、上述した例と同様に、文字を
入力することができる。
【００３１】
ヒンジ部１２には、図中右方に、PDA１の電源をオンまたはオフ状態にする電源ボタン３
１が、その左隣に、PDA１に内蔵されているバッテリ（図示せず）が充電中の場合には点
灯し、充電が終了すると消灯するLED（Light Emitting Diode）３０が、さらにその左隣
に、CCD（Charge Coupled Device）よりなるカメラ部２２が、左端には、カメラ部２２で
被写体を撮像するとき操作されるメカキャプチャボタン２３が、それぞれ設けられている
。カメラ部２２は、ヒンジ部１２の、表示部１１とともに本体部１３に対して回動する部
分に固定されており、後述するように、ユーザは、表示部１１を本体部１３に対して開閉
させることにより、カメラ部２２を回動させることができる。
【００３２】
即ち、ユーザは、被写体を撮像する場合、メカキャプチャボタン２３を１回押下して、カ
メラ機能（被写体をカメラ部２２により撮像し、その撮像された被写体の画像を記録する
機能）を有するアプリケーションソフトウェアを起動させ、カメラ部２２の撮像方向を被
写体に向けるように表示部１１を回動させる。このとき、LCD２８には、後述するように
、カメラ部２２が撮像している画像（被写体の画像）が表示されるので、ユーザは、LCD
２８を確認しながらカメラ部２２の位置を確定し、さらに、各種の設定処理を行った後、
シャッタボタンとして動作するメカキャプチャボタン２３を再度押下する。これにより、
メカキャプチャボタン２３が押下された時点のカメラ部２２により撮像された画像が、PD
A１のメモリ（後述する図８のRAM１３３等）に記憶される。
【００３３】
なお、メカキャプチャボタン２３には、押下の方法として、ストロークの最後まで押下す
る「全押し」と、ストロークの途中である所定の位置まで押下する「半押し」とがある。
例えば、ユーザがメカキャプチャボタン２３を「半押し」すると、PDA１はカメラ部２２
において撮影される画像のAF処理やAE処理等を行い、その状態から、ユーザがメカキャプ
チャボタン２３を「全押し」すると、PDA１はカメラ部２２より取り込まれた画像をキャ
プチャする。このように、メカキャプチャボタン２３は、押下の方法（深さ）によって、
対応する処理を変えるようにすることができる。
【００３４】
なお、ユーザがメカキャプチャボタン２３を押下していない状態から「全押し」した場合
は、PDA１は「半押し」に対応する処理を行った後、「全押し」に対応する処理を実行す
る。即ち、上述したような場合、ユーザが「全押し」すると、PDA１はカメラ部２２にお
いて撮影される画像のAF処理やAE処理等を行った後、カメラ部２２より取り込まれた画像
をキャプチャする。
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【００３５】
本体部１３の折り畳んだとき表示部１１に対向する面１３－１には、図中上方に、PDA１
にインストールされているアプリケーションソフトウェアのそれぞれを表すシンボルが印
刷されたボタン３２が設けられており、ユーザがその指でボタン３２を押下すると、それ
に対応するアプリケーションソフトウェアが起動される。
【００３６】
また、面１３－１のボタン３２が配置されている領域の中央部には、LCD２８に表示され
ている画像をスクロールするためのスクロールボタン３３が設けられている。さらに、面
１３－１のボタン３２の下方には、文字（記号等を含む）を入力するためのキーボード３
４が設けられている。
【００３７】
本体部１３の面１３－１と垂直な面（側面）１３－２の、図中上方には、リモートコント
ローラ、または、外部のヘッドホンと接続し、接続したそれらに音声を出力するためのヘ
ッドホンジャック２４が設けられており、その下方には、押下および回転自在なジョグダ
イヤル２５が面１３－２から僅かに突出した状態で設けられており、その下方には、直前
の操作を取り消したりするためのバックボタン２６が設けられており、さらにその下方に
は、誤って他のボタンが押下された場合、それに対応する機能の実行を禁止するためのホ
ールドスイッチ２７が設けられている。
【００３８】
本体部１３の面１３－１に垂直な面（図中下側の端面）１３－４の、中央部には、付属機
器を接続するためのコネクタ６７が設けられている。
【００３９】
図２は、PDA１の裏面の構成例を表している。図２に示されるように、ヒンジ部１２の図
中左側上部には、抜き差し自在な所定のメモリカードや機能拡張モジュールが装着される
スロット６４、メモリカード内のデータが読み書きされている場合に点灯するランプ６３
、および、赤外線で他の装置と通信するための赤外線ポート６２が設けられている。
【００４０】
メモリカードは、例えば、小型薄型形状のプラスチックケース内に電気的に書き換えや消
去が可能な不揮発性メモリであるEEPROM(Electrically Erasable and Programmable Read
 Only Memory)の一種であるフラッシュメモリ素子を格納したものであり、画像や音声、
音楽等の各種情報（データ）の書き込みおよび読み出しが可能となっている。
【００４１】
またメモリカードは、大容量化等による内蔵フラッシュメモリの仕様変更に対しても、使
用する機器で互換性を確保することができる独自のシリアルプロトコルを採用し、最大書
込速度1.5[MB/S] 、最大読出速度2.45[MB/S]の高速性能を実現していると共に、誤消去防
止スイッチを設けて高い信頼性を確保しているようにしてもよい。
【００４２】
従って、PDA１は、このようなメモリカードを挿着することができるために、メモリカー
ドを介して他の装置との間でデータの共有化を図ることができる。
【００４３】
本体部１３の面１３－１の反対側の面１３－３の中央部の図中左側には、PDA１をリセッ
トするためのリセットボタン６５が設けられており、その下方には、音声を出力するため
のスピーカ６６が設けられている。
【００４４】
本体部１３の面１３－１，１３－３に垂直な面（図中下側の端面）１３－４の、中央部に
は、上述したように、コネクタ６７が設けられており、その図中左方には、タッチペン３
５を収納する収納口６８が設けられている。
【００４５】
次に、表示部１１の開閉および回動の操作について、図面を参照して、以下、詳しく説明
する。
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【００４６】
図３に示されるように、ユーザは、表示部１１を、軸１１－６を中心として回動させるこ
とができる。さらに、図４に示されるように、ユーザは、表示部１１を、軸１１－６を中
心として略１８０度回動させた後、軸１２－１を中心として回動させ、図５に示されるよ
うに、本体部１３に対して閉じることができる。即ち、ユーザは、図１に示される状態の
みならず、図５に示されるような状態で、PDA１を利用することができる。
【００４７】
例えば、いま、LCD２８には、図３に示されるような文字「F」が表示されているものとす
る。即ち、文字「F」の上方向は、表示部の面１１－４側（図３中上方向）に表示されて
いるものとする。
【００４８】
このとき、PDA１は、表示部１１が所定の基準位置から回動された場合、表示部１１の軸
１１－６を中心とする回動角度を検出し、その回動角度が、表示部１１が回動可能な範囲
（この例では、図１に示されるように表示部１１が配置された場合の回動角度が０度とさ
れると、０度以上１８０度以下の範囲）のうちの所定の範囲（この例では、０度以上１８
０度未満）に含まれる場合、画像（文字「F」）の上方向を面１１－４側とするように、
文字「F」をLCD２８に表示させる。
【００４９】
一方、PDA１は、その回動角度が、その範囲から外れると（この例では、１８０度になる
と）、文字「F」の上方向を、面（端面）１１－４の反対側の面（端面）１１－３側とす
るように、文字「F」をLCD２８に表示させる。換言すると、PDA１は、表示部１１の回動
角度が所定の範囲から外れた場合、回動角度がその範囲に含まれる場合の画像（例えば、
上方向が面１１－４側となる文字「F」）に対して、上下左右を反転させた画像（例えば
、上方向が面１１－３と反対側の面１１－３側となる文字「F」）を、LCD２８に表示させ
る。
【００５０】
具体的には、図３に示される状態の場合、表示部１１の回動角度は１８０度未満であるの
で（上述した所定の範囲に含まれるので）、文字「F」は、その上方向が面１１－４側（
図３中上方向）とされるようにLCD２８に表示される。
【００５１】
一方、図４と図５に示される状態の場合、表示部１１の回動角度は１８０度であるので（
上述した所定の範囲から外れるので）、文字「F」は、その上方向が面１１－４の反対側
の面１１－３側（図４中下方向）とされるようにLCD２８に表示される。
【００５２】
このように、PDA１は、その表示部１１の回動および開閉状態によらず、ユーザにとって
自然な方向に画像を表示させることが可能になる。
【００５３】
さらに、ユーザは、PDA１が図４に示される状態のみならず、図１に示される状態の場合
も、表示部１１を、軸１２－１を中心として回動させ、本体部１３に対して閉じることが
できる。即ち、ユーザは、図示は省略するが、PDA１を持ち運びする場合等に、PDA１を図
５に示されるようなLCD２８が外側に露出した状態にしないことで、PDA１（特にLCD２８
）を保護することができる。
【００５４】
また、以上のように表示部１１を回動させることにより、ユーザは、カメラ部２２の向き
、即ち、撮影方向を変更することができる。
【００５５】
例えば、図６に示されるように、PDA１のユーザと反対側に位置する他人１０１を被写体
とする場合（PDA１から見てユーザと反対の方向を撮影する場合）、ユーザは、PDA１を図
５に示される状態（表示部１１を本体部１３に対して閉じた状態）にすることにより、LC
D２８をユーザに向けたまま、カメラ部２２の撮影方向をPDA１のユーザと反対側（即ち、



(10) JP 4368106 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

被写体である他人１０１の方向に）に向けることができる。これにより、ユーザは、PDA
１のLCD２８に表示されたカメラ部２２より取り込まれた取り込み画像を確認しながら、P
DA１の反対側に位置する被写体である他人１０１を撮像することができる。
【００５６】
一方、図７に示されるように、PDA１のユーザ１０２が自分自身を被写体とする場合（PDA
１から見てユーザ１０２の方向を撮影する場合）、ユーザ１０２は、PDA１を図１に示さ
れる状態（表示部１１を本体部１３に対して開いた状態）にすることにより、LCD２８を
ユーザ１０２に向けたまま、カメラ部２２の撮影方向もユーザ１０２の方向（即ち、被写
体である自分自身の方向に）に向けることができる。これにより、ユーザ１０２は、PDA
１のLCD２８に表示されたカメラ部２２より取り込まれた取り込み画像を確認しながら、P
DA１の同じ側に位置する被写体である自分自身を撮像することができる。
【００５７】
以上のようにして、ユーザは、PDA１に対するカメラ部２２の方向、即ち、撮影方向を設
定することができ、常に、LCD２８に表示された取り込み画像を確認し、タッチパネル３
６を用いて調整作業を行いながら、撮影作業を行うことができる。
【００５８】
図８は、PDA１の内部の構成例を示すブロック図である。
【００５９】
CPU（Central Processing Unit）１３１は、ROM（Read Only Memory）１３２に記憶され
ているプログラム、または記憶部１３９からRAM（Random Access Memory）１３３にロー
ドされたプログラムに従って各種の処理を実行する。
【００６０】
RAM１３３にはまた、CPU１３１が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適
宜記憶される。
【００６１】
CPU１３１、ROM１３２、およびRAM１３３は、バス１３４を介して相互に接続されている
。このバス１３４にはまた、LCD２８に表示させる画像を制御する表示制御部１３６が接
続されている。
【００６２】
表示制御部１３６には、CPU１３１の制御に基づいて、上述したカメラ部２２、および、L
CD２８の他、VRAM１３８が接続されている。表示制御部１３６は、カメラ部２２により撮
像された画像を、VRAM１３８に記憶させ、そのVRAM１３８に記憶されている画像や、他の
メモリ（RAM１３３、記憶部１３９、スロット６４に接続されたメモリカード１４３）に
記憶されている画像を、LCD２８に表示させる。
【００６３】
バス１３４にはさらにまた、入出力インタフェース１３５も接続されている。
【００６４】
入出力インタフェース１３５には、上述したキーボード３４、各種ボタン２２，３２，３
３、および、ジョグダイヤル２５等からなる入力部１３７、タッチパネル３６、赤外線通
信ポート６２、メモリカード１４３若しくは機能拡張モジュール１２１が装着されるスロ
ット６４、PDA１が内蔵するバッテリ（図示せず）を充電させるとともに、他の外部装置
１５２との通信の中継装置となるクレードル９１等が接続されるコネクタ６７、並びに、
リモートコントローラ１０１若しくはヘッドホン１５３と接続される音声出力部としての
ヘッドホンジャック２４が接続されている。
【００６５】
なお、タッチパネル３６により検出された座標は、入出力インタフェース１３５、バス１
３４を介してCPU１３１に提供され、CPU１３１は、提供されたその座標に対応する所定の
情報を取得する。
【００６６】
例えば、後述するように、撮影時に、ユーザが、LCD２８に表示された取り込み画像上の
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任意の位置をタップすると、タッチパネル３６は、そのユーザがタップした位置の座標を
検出し、その座標情報を入出力インタフェース１３５、バス１３４を介してCPU１３１に
提供する。CPU１３１は、その提供された座標情報より、取り込み画像上の位置であるこ
とを確認すると、その位置に所定のサイズのAF枠を移動させるなど、各部を制御して対応
する処理を実行する。
【００６７】
入出力インタフェース１３５にはまた、必要に応じて、EEPROMまたはハードディスクなど
より構成される記憶部１３９が接続される。外部装置１５２に適宜装着される磁気ディス
ク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどから読み出されたコンピュー
タプログラムは、赤外線ポート６２を介する無線通信、無線LANモジュール（機能拡張モ
ジュール）１２１を介する無線通信、または、クレードル９１を介する有線通信等の手段
により、必要に応じてPDA１に対して供給され、記憶部１３９にインストールされる。ま
たは、スロット６４に適宜装着されるメモリカード１４３から読み出されたコンピュータ
プログラムも、必要に応じて記憶部１３９にインストールされる。
【００６８】
入出力インタフェース１３５にはさらにまた、表示部１１が本体部１３に対して閉状態の
場合、オン状態となり、かつ、表示部１１が本体部１３に対して開状態の場合、オフ状態
となるLCD開閉スイッチ１４４、および、表示部１１が所定の回動角度以上回動された場
合にオン状態となるLCD回転スイッチ１４５が設けられている。
【００６９】
即ち、この例においては、CPU１３１は、LCD開閉スイッチ１４４と、LCD回転スイッチ１
４５の、それぞれのオン状態またはオフ状態に基づいて、表示部１１の本体部１３に対す
る開閉の状態（以下、LCD開閉状態と称する）、および回動状態を認識する。
【００７０】
カメラ部２２は、図９に示されるように構成される。図示せぬ被写体からの光はレンズ部
２０１を介して、前面にイエロー（Ye）、シアン（Cy）、マゼンタ（Mg）、およびグリー
ン（G）のカラーフィルタがモザイク状に配列された補色系フィルタが装着された、CCD(C
harge Coupled Device)等を用いた撮像素子により構成されるCCD２０２に入射され、光電
変換される。
【００７１】
CCD２０２は、受光部において光電変換した映像信号を出力し、AGC（Automatic Gain Con
trol）回路２０３に供給する。AGC回路２０３は、映像信号のゲインを調整し、そのゲイ
ンが調整された映像信号をCDS回路（Correlated Double Sampling circuit）２０４に供
給する。CDS回路２０４は、入力された映像信号に相関二重サンプリングを施してノイズ
を除去した後、A/D（Analog / Digital）変換回路２０５に供給する。
【００７２】
A/D変換回路２０５は、入力されたアナログ信号を所定のサンプリング周波数でデジタル
信号に変換し、取り込まれた画像データを処理するDSP（Digital Signal Processor）２
０６に供給する。
【００７３】
DSP２０６は、EEPROM(Electrically Erasable and Programmable Read only Memory)２０
７にインストールされたプログラムやデータを用いて、内蔵するSDRAM（Synchronous Dyn
amic Random Access Memory）等の半導体メモリにより構成される内蔵RAM２０６Ａを用い
て、供給された映像信号を保持して所定のフォーマットの画像データを生成し、さらに、
生成された画像データに、画質調整や、圧縮処理等の各種のデジタル処理を施す。そして
、DSP２０６は、生成された画像データを図８の表示制御部１３６に供給する。
【００７４】
また、DSP２０６は、画像データのデジタル処理の際に、レンズ部２０１乃至A/D変換回路
２０５を制御するための情報をカメラ制御部２１０に供給する。
【００７５】
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カメラ制御部２１０は、DSP２０６より供給された情報、および図８のCPU１３１より供給
された制御情報に基づいて、レンズ部駆動回路２１１を介してレンズ部２０１のレンズ位
置、絞り、またはメカシャッタを制御したり、CCD駆動回路２１２を介して、CCD２０２の
電気的動作を制御したりするとともに、AGC回路２０３、CDS回路２０４、およびA/D変換
回路２０５の動作タイミング等を制御する。
【００７６】
レンズ部駆動回路２１１は、モータ等により構成され、カメラ制御部２１０より供給され
た制御信号に基づいて、レンズ部２０１のレンズ位置を移動させて焦点位置を調整したり
、絞りやメカシャッタの開閉を調整して露光量を調整したりする。CCD駆動回路２１２は
、カメラ制御部２１０より供給されたタイミング信号等に基づいて、CCD２０２を駆動さ
せる信号を生成し、画像の取り込みタイミング等を調整する。
【００７７】
例えば、カメラ制御部２１０は、CPU１３１より供給された制御信号に基づいてTTL(Throu
gh The Lens)コントラスト検出方式によるオートフォーカス処理を行う。CPU１３１よりA
F領域を指定されると、カメラ制御部２１０は、DSP２０６より供給される取り込み画像の
信号より、撮影画枠内の、指定されたAF領域のコントラストを検出し、レンズ部駆動回路
２１１を介して、レンズ２０１のレンズを移動させ、その領域に存在する被写体に焦点が
合うように（コントラストが最も高くなるように）、レンズ位置を調整する。
【００７８】
ユーザがカメラアプリケーションを起動すると、カメラアプリケーションを実行したCPU
１３１により各部が制御され、カメラ部２２を用いた静止画撮像を行うための静止画撮影
モードに移行する。その際、CPU１３１は、LCD２８に図１０に示されるようなGUIを表示
させる。
【００７９】
図１０において、メイン画面２２０は、静止画撮影モード時の各種の操作を受け付けるた
めのGUIであり、取り込み画像やキャプチャされた撮影画像を表示するEVFエリア２２１、
動画像撮影モード用アプリケーションを起動する動画像撮影用アプリケーション呼び出し
ボタン２２２、各種のアイコンを表示するアイコンエリア２２３、各種の設定を行うため
のGUIである設定画面を表示させる設定画面呼び出しボタン２２４、撮影される画像のサ
イズや画質に関するGUIを表示させるサイズ・画質切り替えボタン２２５、撮影される画
像の露光量を調整するEV（Exposure Value）補正スライダ２２６、CCD２０２より静止画
像をキャプチャするソフトキャプチャボタン２２７、撮像して得られた画像データの保存
先フォルダを選択するアルバムカテゴリ選択欄２２８、設定画面において設定された機能
を実行するカスタムボタン２２９、フラッシュのモードを切り替えるフラッシュモード切
り替えボタン２３０、撮影された画像のズームを調整するズームボタン２３１、撮像して
得られた画像データのサムネイル画像を表示する簡易ビューエリア２３２乃至２３４、EV
Fエリア２２１に表示されている撮影画像の表示を９０度ずつ回転させる回転ボタン２３
５、撮像して得られた画像データを削除する削除ボタン２３６、並びに、画像データのタ
イトル等、各種の文字データを表示するタイトルバーエリア２３７により構成されている
。
【００８０】
図１１は、図１０のEVFエリア２２１の詳細な表示例を示す図である。図１１に示される
ように、EVFエリア２２１には取り込み画像に重畳して、各種の情報を表示するアイコン
群が表示される。フラッシュモードアイコン２５１は、必要に応じて、現在設定されてい
るフラッシュのモードを表示し、手ブレ警告アイコン２５２は、撮影時に手ブレが発生し
た場合、点灯して警告し、バッテリアイコン２５３は、バッテリの残容量が少なくなり、
充電が必要である場合、点灯して通知し、AF・AEロックインジケータ２５４は、点灯した
り点滅したりすることで、AFやAEの状態を表示し、撮影不可通知アイコン２５５は、撮影
画像データを記録するメモリの空き容量が足りない場合等に点灯し、新たな画像のキャプ
チャが行えないことを通知し、撮影状況モードアイコン２５６は、夜景モード、屋内モー
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ド、遠景モード、または接写モード等のような、状況に応じた撮影処理に関するモードの
、現在設定されているモードに応じて点灯し、シャッタスピードアイコン２５７は、マニ
ュアル設定時に点灯し、現在設定されているシャッタスピードを表示する。
【００８１】
また、EVFエリア２２１には、その他にも、焦点距離を手動で設定する際に表示されるマ
ニュアルフォーカス用ゲージ２５８、現在の焦点距離を示すポインタであるマニュアルフ
ォーカス用ゲージポインタ２５９が、マニュアルフォーカス時に表示される。
【００８２】
さらに、EVFエリア２２１には、スポット測光時に測光される領域の中心を示すスポット
測光用ポインタ２６０、および、AF領域の範囲を示すAF枠２６１が表示される。撮影を行
うユーザは、AFのモードによって、このEVFエリア２２１上をタップすることにより、AF
枠２６１やスポット測光用ポインタ２６０の位置を移動させることができる。
【００８３】
なお、これらのアイコンは、ユーザが設定を行うことにより、表示・非表示を切り替える
ことができる。
【００８４】
以上のようなPDA１において、フォーカスのモードは後述するように３つ用意されており
、ユーザは、図１０のメイン画面２２０において、設定画面呼び出しボタン２２４を操作
して（LCD２８の設定画面呼び出しボタン２２４上をタップする等して）、図１２に示さ
れるような設定画面を呼び出して、複数用意されたこのフォーカスモードの切り替えを行
う。
【００８５】
図１２は、LCD２８に表示される設定画面３０１の構成例を示す図である。図１２におい
て、設定画面３０１は、各種の設定項目およびそれらの現在の状態を示す設定一覧表示エ
リア３０２、設定一覧表示エリア３０２に一度に表示できない項目を表示するために、設
定一覧表示エリア３０２の表示内容をスクロールするスクロールバー３０３、設定一覧表
示エリア３０２に表示されている項目を図中下側の方向にスクロールさせる下スクロール
ボタン３０４、設定一覧表示エリア３０２に表示されている項目を図中上側の方向にスク
ロールさせる上スクロールボタン３０５、LCD２８に表示されている画面をメイン画面２
２０に戻す、戻るボタン３０６、設定画面３０１において、設定が反映された取り込み画
像を表示し、ユーザがその効果を確認するためのEVFエリア３１１により構成されている
。
【００８６】
設定一覧表示エリア３０２には、例えば、撮影モード、ホワイトバランス、サイズ・クオ
リティ、スポット測光、記録先、セルフタイマー、およびフォーカスモード等の撮影に関
する様々な項目が表示される。ユーザは、スクロールバー３０３、下スクロールボタン３
０４、若しくは上スクロールボタン３０５を操作したり、または、ジョグダイヤル２５を
回転させたりするなどして、設定したい項目を設定一覧表示エリア３０２に表示させる。
そして、項目が表示されている部分をタップするか、ジョグダイヤル２５を回転させる等
して、設定したい項目にアンカーを移動させる。
【００８７】
そして、ユーザは、アンカーが位置する項目の右側の設定内容が表示されている部分をタ
ップするか、ジョグダイヤル２５を押下するなどして、アンカーが位置する項目の変更を
指示する。例えば、図１２において、アンカーは、フォーカスモードに位置しており、こ
の状態で、「常時AF」と表示されている部分をタップするか、ジョグダイヤル２５を押下
すると、ユーザは、フォーカスモードの設定を変更することができる。
【００８８】
ユーザが、図１２に示されるように、アンカーをフォーカスモードに位置させて指定する
と、LCD２８には、図１２に示される設定画面３０１に重畳して、図１３に示されるよう
な、設定内容選択画面が表示される。
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【００８９】
図１３において、設定画面３０１の設定一覧表示エリア３０２の、ユーザが選択した項目
フォーカスモード以外の項目は、暗く表示される。ユーザが選択した項目３２１の右側に
は、対応する設定の一覧が表示された設定内容選択画面３２２が表示される。図１３にお
いて、設定内容選択画面３２２には、フォーカスモードに対応する設定として、「マニュ
アルフォーカス」、「常時AF」、および「ワンショットAF」の３つのモードが表示されて
おり、現在設定されているモード（図１３の場合、「常時AF」）には、マークが表示され
ている。また、設定内容選択画面３２２において、現在選択されているモード（図１３の
場合、「ワンショットAF」）には、アンカーが表示されている。
【００９０】
ユーザは、図１３に示される設定内容選択画面３２２に表示されている一覧の中から、選
択するモードの部分をタップしたり、ジョグダイヤル２５を回転させてアンカーを移動さ
せ、押下することで選択するモードを指示したりして、モードの設定を行う。
【００９１】
次に、フォーカスの「マニュアルフォーカスモード」、「常時AFモード」、および「ワン
ショットAFモード」の各モードについて説明する。
【００９２】
マニュアルフォーカスモードはユーザが焦点距離を手動で設定するモードである。このと
き、図１１に示されるように、EVFエリア２２１には、マニュアルフォーカス用ゲージ２
５８およびマニュアルフォーカス用ゲージポインタ２５９が表示される。ユーザは、マニ
ュアルフォーカス用ゲージ２５８に従って、目的の距離の部分を１回タップするか、ジョ
グダイヤル２５を回転させることによって、マニュアルフォーカス用ゲージポインタ２５
９を、マニュアルフォーカス用ゲージ２５８上の所望の位置に移動させて、焦点距離を設
定する。
【００９３】
図９のカメラ制御部２１０は、図８のCPU１３１より供給された制御信号に基づいて、ユ
ーザが指定した焦点距離に合焦するように、レンズ部駆動回路２１１を介してレンズ部２
０１のレンズ位置を制御する。
【００９４】
なお、マニュアルフォーカス用ゲージポインタ２５９を初期値（ユーザがマニュアルフォ
ーカス用ゲージポインタ２５９を移動させる前の最初の位置）に戻したい場合、ユーザは
、LCD２８を、所定の短い時間の間に２回連続でタップ（以下、ダブルタップと称する）
する。CPU１３１は、タッチパネル３６よりユーザがダブルタップしたことを示す情報を
取得すると、表示制御部１３６を制御して、LCD２８に表示されているマニュアルフォー
カス用ゲージポインタ２５９を初期値に戻す。
【００９５】
常時AFモードは、AF領域内の被写体に対して、カメラ部２２がTTLコントラスト検出方式
によりAF処理を行うモードである。常時AFモードにおいては、AF領域の位置は、撮影画枠
内においてユーザにより任意に決定される。また、AF処理は、ユーザがAF領域を移動させ
た時、ユーザがメイン画面２２０のソフトキャプチャボタン２２７上をタップした時、ま
たは、ユーザが図１のメカキャプチャボタン２３を「半押し」した時に実行される。さら
に常時AFモードにおいては、図１４Ａに示されるように、EVFエリア２２１には、AF領域
の範囲を示すAF枠２６１が表示される。
【００９６】
初期状態（ユーザがAF領域の位置を移動させていない状態）において、AF枠２６１の中心
は、EVFエリア２２１の中央に配置される。このとき、AF枠２６１に示されるAF領域は、
撮影画枠の中心からずれた被写体が、AF領域から外れてしまう、いわゆる「中抜け」を抑
制するために、例えば、図１４Ａに示されるように、EVFエリア２２１の大きさが３２０
ドット×２４０ドットであるのに対して、１０８ドット×６０ドットと比較的広く設定さ
れている。
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【００９７】
このとき、ユーザが図１０のソフトキャプチャボタン２２７を操作したり、メカキャプチ
ャボタン２３を押下（全押し）したりすると、カメラ制御部２１０は、CPU１３１より供
給されたAF枠２６１の位置情報に基づいて、AF枠２６１が囲むAF領域を対象として、TTL
コントラスト検出方式によるAF処理等の調整処理を行った後、画像のキャプチャ処理を行
う。なお、メカキャプチャボタン２３を半押しした場合は、AF処理等の調整処理のみを行
う。これによりユーザは、被写体をEVFエリア２２１の中央付近に位置させるようにPDA１
を移動させ、ソフトキャプチャボタン２２７またはメカキャプチャボタン２３を操作する
だけで、被写体に焦点の合った画像を得ることができる。
【００９８】
また、このAF枠２６１の位置は、EVFエリア２２１内であれば、ユーザが任意に指定する
ことができる。すなわち、ユーザが、図１４Ｂに示されるように、タッチペン３５等を用
いて、EVFエリア２２１上を１回タップすると、CPU１３１は、タッチパネル３６より供給
された位置情報に基づいて、ユーザがタップした位置がAF領域の中心となるように、AF枠
２６１を移動させる。
【００９９】
この場合、ユーザは、通常、焦点を合わせたい被写体をタップするので、いわゆる「中抜
け」の現象が発生する可能性は低い。逆に、不必要にAF領域が広いと、AF領域内のユーザ
が指定した被写体と異なる被写体に焦点が合う可能性が大きくなってしまう。従って、こ
のように、ユーザがAF枠２６１の位置を指定した場合、AF領域は、図１４Ｂに示されるよ
うに、図１４Ａに示される場合（ユーザがAF枠２６１の位置を指定していない場合）のAF
領域（１０８ドット×６０ドット）より狭い範囲（３０ドット×３０ドット）に設定され
る。
【０１００】
このとき、カメラ制御部２１０は、CPU１３１より供給されたAF枠２６１の位置情報に基
づいて、AF枠２６１が囲むAF領域を対象として、TTLコントラスト検出方式によるAF処理
を行う。合焦すると、CPU１３１は、ユーザに通知するために、図１４Ｃに示されるよう
に、EVFエリア２２１に表示されているAF枠２６１を所定の時間点滅させる。
【０１０１】
そして、ユーザが図１０のソフトキャプチャボタン２２７を操作したり、メカキャプチャ
ボタン２３を押下（全押し）したりすると、カメラ制御部２１０は、CPU１３１より供給
されたAF枠２６１の位置情報に基づいて、AF枠２６１が囲む領域を対象として、TTLコン
トラスト検出方式によるオートフォーカス処理を行った後、画像のキャプチャ処理を行う
。なお、メカキャプチャボタン２３を半分押下する「半押し」した場合は、オートフォー
カス処理のみを行う。以上のようにして、ユーザは、被写体がEVFエリア２２１のどこに
位置していても、その被写体に焦点を合わせた画像を容易に得ることができる。
【０１０２】
AF枠２６１（AF領域）を初期状態（図１４Ａに示される状態）に戻したい場合、ユーザは
、EVFエリア２２１上において、ダブルタップを行う。CPU１３１は、タッチパネル３６よ
り供給された、ユーザがダブルタップを行ったことを示す情報に基づいて、表示制御部１
３６を制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１を初期状態に戻し、カメラ制御部
２１０を制御して、AF処理を実行させる。
【０１０３】
なお、図１４Ｄに示されるように、EVFエリア２２１に縦方向および横方向の複数のグリ
ッド線を設け、AF枠２６１の中心の座標は、それらのグリッド線の交点に位置させるよう
にしてもよい。図１４Ｄにおいては、EVFエリア２２１には、所定の間隔で、図中縦方向
のグリッド線３３１乃至３３８、並びに、図中横方向のグリッド線３４１乃至３４５が設
定されている。ユーザが、EVFエリア２２１上を１回タップすると、CPU１３１は、ユーザ
がタップした位置の位置情報をタッチパネル３６より取得し、最も近い位置のグリッド線
の交点を算出し、その交点の座標がAF領域の中心となるようにAF枠２６１を移動させ、カ
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メラ制御部２１０にAF処理を実行させる。
【０１０４】
このようにすることにより、AF枠２６１の位置をある程度限定することが出来るので、ユ
ーザは、より正確に同じ位置にAF枠２６１を移動させることができるようになる。
【０１０５】
図１４Ｄに示される例においては、EVFエリア２２１に、８本の図中縦方向のグリッド線
と５本の図中横方向のグリッド線を設けるように説明したが、EVFエリア２２１に設ける
グリッド線の本数は何本であってもよい。また、各グリッド線の間隔は、一定であっても
よいし、グリッド線毎に異なるようにしてもよい。さらに、各グリッド線は、LCD２８に
表示しないようにしてもよい。
【０１０６】
なお、以上において、EVFエリア２２１のサイズは、３２０ドット×２４０ドットであり
、初期状態のAF領域（AF枠２６１）のサイズは、１０８ドット×６０ドットであり、ユー
ザがAF領域（AF枠２６１）の位置を指定した場合のAF領域（AF枠２６１）のサイズは、３
０ドット×３０ドットであるように説明したが、これらのサイズは、これに限るものでは
なく、どのようなサイズであってもよい。
【０１０７】
また、AF領域の範囲を示すAF枠２６１は、通常時、LCD２８に表示されないようにし、AF
処理が行われた後の合焦を示す際に、図１４Ｃに示されるように、設定された位置で所定
の時間点滅するようにしてもよい。
【０１０８】
さらに、合焦の通知は、図１４Ｃに示されるようなAF枠２６１の点滅によって行われるよ
うに説明したが、これに限らず、例えば、図１１のAF・AEロックインジケータ２５４のよ
うな別のインジケータによって行われるようにしてもよい。
【０１０９】
ワンショットAFモードは、常時AFモードと同様に、AF領域内の被写体に対して、カメラ部
２２がTTLコントラスト検出方式によりAF処理を行うモードである。ワンショットAFモー
ドにおいても、図１４Ａに示されるように、EVFエリア２２１には、AF領域の範囲を示すA
F枠２６１が表示され、そのAF領域（AF枠２６１）の位置は、撮影画枠内においてユーザ
により任意に決定される。
【０１１０】
ただし、ワンショットAFモードにおいて、AF処理は、ユーザがAF領域を移動させた時にの
み行われ、ユーザがメイン画面２２０のソフトキャプチャボタン２２７上をタップした時
、または、ユーザが図１のメカキャプチャボタン２３を「半押し」した時には実行されな
い。すなわち、ワンショットAFモードにおいては、ユーザがメカキャプチャボタン２３お
よびソフトキャプチャボタン２２７のいずれを操作しても、キャプチャ処理の指示のみが
入力されるだけで、AF等の調整処理の指示は入力されないように、CPU１３１は各部を制
御する。
【０１１１】
AF枠２６１のサイズや位置等の構成および動作、またはAF枠２６１の制御方法等は上述し
た常時AFモードと同様であるので、その説明は省略する。
【０１１２】
従来においては、AF処理後の焦点距離を固定したまま撮影する、いわゆる「置きピン」の
撮影をする場合、ユーザは、シャッタボタンを半押ししてAF処理を行った後、その半押し
の状態を維持し、撮影タイミングになった時に、その状態からシャッタボタンを全押しし
てキャプチャを指示するなど、煩雑な作業が必要であったが、以上のようなワンショット
AFモードにすることで、キャプチャ直前のAF処理を省略することができるので、ユーザは
、容易に、「置きピン」の撮影を行うことができる。
【０１１３】
次に、上述した常時AFモードにおける撮影に関する処理について、具体的に説明する。
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【０１１４】
ユーザがPDA１を操作して、静止画撮影モードを指示すると、PDA１は、静止画撮影モード
に移行し、撮像処理を開始する。図１５のフローチャートを参照して、撮像処理を説明す
る。
【０１１５】
最初に、PDA１のCPU１３１は、カメラ部２２のカメラ制御部２１０を制御して、カメラ部
２２を起動し、カメラ部２２の初期化処理を行い、ステップＳ２において、RAM１３３や
記憶部１３９等に記憶されているカメラ部２２に関する設定情報を読み込み、読み込んだ
設定情報をカメラ部２２のカメラ制御部２１０に供給し、カメラ部２２の設定処理を行う
。さらにCPU１３１は、ステップＳ３において、表示制御部１３６を制御して、図１０に
示されるメイン画面２２０のような静止画撮影モード用のGUIをLCD２８に表示させる。
【０１１６】
ステップＳ４において、カメラ部２２のDSP２０６は、レンズ部２０１より入射され、CCD
２０２において取り込まれた取り込み画像のデータを表示制御部１３６に供給し、表示制
御部１３６は、その取り込み画像をLCD２８に表示させる。
【０１１７】
ステップＳ５において、CPU１３１は、タッチパネル３６や入力部１３７の各ボタンを制
御して、ユーザより設定に関する新たな入力が行われ、現在の設定が変更されたか否かを
判定する。設定が変更されたと判定した場合、CPU１３１は、その新たな設定をRAM１３３
や記憶部１３９等に保存し、処理をステップＳ７に進める。
【０１１８】
ステップＳ５において、設定が変更されていないと判定した場合、CPU１３１は、ステッ
プＳ６の処理を省略し、ステップＳ７に処理を進める。
【０１１９】
ステップＳ７において、CPU１３１は、タッチパネル３６や入力部１３７を監視し、ユー
ザにより静止画像のキャプチャが指示されたか否かを判定する。指示されたと判定した場
合、CPU１３１は、カメラ部２２のカメラ制御部２１０に画像のキャプチャを指示し、カ
メラ制御部２１０は、その指示に基づいて、カメラ部２２の各部を制御して、静止画像を
キャプチャする。
【０１２０】
そして、DSP２０６は、キャプチャした画像の画像データを、画像処理を施した後、表示
制御部１３６に供給し、表示制御部１３６は、ステップＳ９において、そのキャプチャし
た画像をGUIのEVFエリア２２１に合成し、LCD２８に表示させる。キャプチャした画像が
表示されるとCPU１３１は、処理をステップＳ１０に進める。
【０１２１】
また、ステップＳ７において、キャプチャが指示されていないと判定した場合、CPU１３
１は、ステップＳ８およびＳ９の処理を省略し、ステップＳ１０に処理を進める。
【０１２２】
ステップＳ１０において、CPU１３１は、静止画撮影モードを終了するか否かを判定し、
終了すると判定した場合、撮像処理を終了する。
【０１２３】
また、静止画撮影モードを終了しないと判定した場合、CPU１３１は、処理をステップＳ
４に戻し、それ以降の処理を繰り返す。
【０１２４】
以上のようにして、PDA１は、静止画撮影モードにおいて撮像処理を実行する。
【０１２５】
次に、図１６および図１７のフローチャートを参照して、常時AFモードにおけるAF処理で
ある常時AF処理について説明する。図１４Ａを参照して上述したように、常時AFモードの
初期状態（ユーザがAF枠２６１の位置を指定していない状態）において、EVFエリア２２
１には、広めのAF領域の範囲を示す第１のサイズのAF枠２６１が、その中心がEVFエリア
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２２１の中心に位置するように、設けられている。
【０１２６】
CPU１３１は、ステップＳ２１において、タッチパネル３６を制御し、図１４Ｂに示され
るように、ユーザによりAF枠２６１の位置が指定されたか否かを判定する。ユーザがLCD
２８のEVFエリア２２１上を１回タップすると、タッチパネル３６は、それを検出し、CPU
１３１にその位置情報を供給する。
【０１２７】
タッチパネル３６よりタップされた位置の位置情報が供給され、AF枠２６１の位置が指定
されたと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ２２に処理を進め、供給された位置情
報に基づいて、第１のサイズより小さい第２のサイズのAF枠を指定された位置に配置する
。
【０１２８】
そして、CPU１３１は、ステップＳ２３において、AF枠２６１の位置情報をカメラ部２２
のカメラ制御部２１０に供給する。カメラ制御部２１０は、その位置情報に基づいて、配
置されたAF枠２６１に囲まれたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォ
ーカスを調整する。
【０１２９】
そして、フォーカス調整処理により合焦すると、CPU１３１は、処理をステップＳ２４に
進め、AF枠の位置、およびフォーカス処理の終了を通知するように、表示制御部１３６を
制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１を所定の時間点滅させる。点滅が終了す
るとCPU１３１は、処理をステップＳ２５に進める。
【０１３０】
ステップＳ２１において、タッチパネル３６より位置情報が供給されておらず、AF枠２６
１の位置が指定されていないと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ２２乃至Ｓ２４
の処理を省略し、ステップＳ２５に処理を進める。
【０１３１】
ステップＳ２５において、タッチパネル３６を制御し、ユーザによりAF枠２６１の初期化
が指示されたか否かを判定する。ユーザがLCD２８のEVFエリア２２１上をダブルタップす
ると、タッチパネル３６は、それを検出し、CPU１３１にその情報を供給する。
【０１３２】
タッチパネル３６よりダブルタップの情報が供給され、AF枠２６１の初期化が指示された
と判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ２６に処理を進め、第１のサイズのAF枠を初
期の位置に配置する。すなわち、CPU１３１は、AF領域の中心がEVFエリア２２１の中心に
くるような位置に、AF枠２６１を配置する。
【０１３３】
そして、CPU１３１は、ステップＳ２７において、AF枠２６１の位置情報をカメラ部２２
のカメラ制御部２１０に供給する。カメラ制御部２１０は、その位置情報に基づいて、配
置されたAF枠２６１に囲まれたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォ
ーカスを調整する。
【０１３４】
そして、フォーカス調整処理により合焦すると、CPU１３１は、処理をステップＳ２８に
進め、AF枠の位置、およびフォーカス処理の終了を通知するように、表示制御部１３６を
制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１を所定の時間点滅させる。点滅が終了す
るとCPU１３１は、処理を図１７のステップＳ２９に進める。
【０１３５】
ステップＳ２５において、ユーザにより、AF枠２６１の初期化が指示されていないと判定
した場合、CPU１３１は、ステップＳ２６乃至Ｓ２８の処理を省略し、図１７のステップ
Ｓ２９に処理を進める。
【０１３６】
ステップＳ２９において、CPU１３１は、タッチパネル３６および入力部１３７を監視し
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、ユーザにより、メカキャプチャボタン２３が半押し操作された、若しくは、メイン画面
２２０上のソフトキャプチャボタン２２７が操作れたかを判定する。
【０１３７】
メカキャプチャボタン２３が半押し操作された、若しくは、メイン画面２２０上のソフト
キャプチャボタン２２７が操作れたと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ３０にお
いて、AF枠２６１に囲まれたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォー
カスを調整する。
【０１３８】
そして、フォーカス調整処理により合焦すると、CPU１３１は、処理をステップＳ３１に
進め、AF枠の位置、およびフォーカス処理の終了を通知するように、表示制御部１３６を
制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１を所定の時間点滅させる。点滅が終了す
るとCPU１３１は、処理をステップＳ３２に進める。
【０１３９】
ステップＳ２９において、メカキャプチャボタン２３が半押し操作されておらず、かつ、
メイン画面２２０上のソフトキャプチャボタン２２７が操作れていないと判定した場合、
CPU１３１は、ステップＳ３０およびＳ３１の処理を省略し、ステップＳ３２に処理を進
める。
【０１４０】
ステップＳ３２において、CPU１３１は、ユーザの指示等に基づいて、フォーカス処理を
終了するか否かを判定する。終了しないと判定した場合、CPU１３１は、処理を図１６の
ステップＳ２１に戻し、それ以降の処理を繰り返す。
【０１４１】
また、ステップＳ３２において、フォーカス処理を終了すると判定した場合、CPU１３１
は、ステップＳ３３において終了処理を行った後、常時AF処理を終了する。
【０１４２】
以上のような常時AFモードにより、どのような画像構成であっても、ユーザは、容易に、
より好適なAF処理を行った静止画像を得ることができる。
【０１４３】
次に、図１８および図１９のフローチャートを参照して、ワンショットAFモードにおける
AF処理であるワンショットAF処理について説明する。上述したように、ワンショットAFモ
ードの初期状態（ユーザがAF枠２６１の位置を指定していない状態）においても、常時AF
モードの場合と同様に、図１４Ａに示されるように、EVFエリア２２１には、広めのAF領
域の範囲を示す第１のサイズのAF枠２６１が、その中心がEVFエリア２２１の中心に位置
するように、設けられている。
【０１４４】
CPU１３１は、ステップＳ６１において、タッチパネル３６を制御し、図１４Ｂに示され
るように、ユーザによりAF枠２６１の位置が指定されたか否かを判定する。ユーザがLCD
２８のEVFエリア２２１上を１回タップすると、タッチパネル３６は、それを検出し、CPU
１３１にその位置情報を供給する。
【０１４５】
タッチパネル３６よりタップされた位置の位置情報が供給され、AF枠２６１の位置が指定
されたと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ６２に処理を進め、供給された位置情
報に基づいて、第１のサイズより小さい第２のサイズのAF枠を指定された位置に配置する
。
【０１４６】
そして、CPU１３１は、ステップＳ６３において、AF枠２６１の位置情報をカメラ部２２
のカメラ制御部２１０に供給し、カメラ制御部２１０は、その位置情報に基づいて、配置
されたAF枠２６１に囲まれたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォー
カスを調整する。
【０１４７】
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そして、フォーカス調整処理により合焦すると、CPU１３１は、処理をステップＳ６４に
進め、AF枠の位置、およびフォーカス処理の終了を通知するように、表示制御部１３６を
制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１を所定の時間点滅させる。
【０１４８】
CPU１３１は、ステップＳ６５において、合焦した時点で、カメラ制御部２１０を制御し
て、レンズ部２０１のレンズ位置を固定させ、ステップＳ６６において、メカキャプチャ
ボタン２３およびソフトキャプチャボタン２２７の操作による半押し処理を無効にする。
【０１４９】
すなわち、CPU１３１は、ユーザがメカキャプチャボタン２３を半押し操作してもフォー
カスの調整処理が行われないようにし、ユーザがメカキャプチャボタン２３を全押し操作
した場合、および、ユーザがソフトキャプチャボタン２２７を操作した場合、フォーカス
の調整処理を行わずに、静止画像のキャプチャのみを行うようにする。
【０１５０】
半押し処理を無効にしたCPU１３１は、処理を図１９のステップＳ６７に進める。
【０１５１】
図１８のステップＳ６１において、タッチパネル３６より位置情報が供給されておらず、
AF枠２６１の位置が指定されていないと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ６２乃
至Ｓ６６の処理を省略し、図１９のステップＳ６７に処理を進める。
【０１５２】
図１９のステップＳ６７において、CPU１３１は、タッチパネル３６を制御し、ユーザに
よりAF枠２６１の初期化が指示されたか否かを判定する。ユーザがLCD２８のEVFエリア２
２１上をダブルタップすると、タッチパネル３６は、それを検出し、CPU１３１にその情
報を供給する。
【０１５３】
タッチパネル３６よりダブルタップの情報が供給され、AF枠２６１の初期化が指示された
と判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ６８に処理を進め、第１のサイズのAF枠を初
期の位置に配置する。すなわち、CPU１３１は、AF領域の中心がEVFエリア２２１の中心に
くるような位置に、AF枠２６１を配置する。
【０１５４】
そして、ステップＳ６９において、カメラ制御部２１０は、配置されたAF枠２６１に囲ま
れたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォーカスを調整する。
【０１５５】
そして、フォーカス調整処理により合焦すると、CPU１３１は、処理をステップＳ７０に
進め、AF枠の位置、およびフォーカス処理の終了を通知するように、表示制御部１３６を
制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１を所定の時間点滅させる。
【０１５６】
CPU１３１は、ステップＳ６５およびＳ６６の場合と同様に、ステップＳ７１において、
合焦した時点で、カメラ制御部２１０を制御して、レンズ部２０１のレンズ位置を固定さ
せ、ステップＳ７２において、メカキャプチャボタン２３およびソフトキャプチャボタン
２２７の操作による半押し処理を無効にする。そして、CPU１３１は、処理をステップＳ
７３に進める。
【０１５７】
ステップＳ６７において、ユーザにより、AF枠２６１の初期化が指示されていないと判定
した場合、CPU１３１は、ステップＳ６８乃至Ｓ７２の処理を省略し、ステップＳ７３に
処理を進める。
【０１５８】
ステップＳ７３において、CPU１３１は、ユーザの指示等に基づいて、フォーカス処理を
終了するか否かを判定する。終了しないと判定した場合、CPU１３１は、処理を図１８の
ステップＳ６１に戻し、それ以降の処理を繰り返す。
【０１５９】
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また、ステップＳ７３において、フォーカス処理を終了すると判定した場合、CPU１３１
は、ステップＳ７４において終了処理を行った後、ワンショットAF処理を終了する。
【０１６０】
以上のようなワンショットAFモードにより、いわゆる「置きピン」の撮影においても、ユ
ーザは、容易に、より好適なAF処理を行った静止画像を得ることができる。
【０１６１】
以上においては、AF処理について説明したが、露光調整（AE処理）時に、狭い領域に対し
て測光処理を行うスポット測光の際に、撮影画枠の中心だけでなく、上述したAF領域のよ
うにユーザがその位置を指定することができるようにしてもよい。
【０１６２】
ユーザが、図１２に示される設定画面３０１において、アンカーをスポット測光に位置さ
せて指定すると、LCD２８には、図１２に示される設定画面３０１に重畳して、図２０に
示されるような、設定内容選択画面が表示される。
【０１６３】
図２０において、設定画面３０１の設定一覧表示エリア３０２の、ユーザが選択した項目
スポット測光以外の項目は、暗く表示される。ユーザが選択した項目３５１の右側には、
対応する設定の一覧が表示された設定内容選択画面３５２が表示され、スポット測光に対
応する設定として、「切」および「入」の２つのモードが表示される。現在設定されてい
る「切」には、マークが表示されており、現在選択されている「入」には、アンカーが表
示されている。
【０１６４】
ユーザは、図２０に示される設定内容選択画面３５２に表示されている一覧の中から、「
入」の部分をタップしたり、ジョグダイヤル２５を回転させてアンカーを移動させ、押下
したりすることで、スポット測光モードを指示することができる。
【０１６５】
通常のAE処理は、図２１Ａに示されるように、EVFエリア２２１（撮影画枠）のほぼ全域
であるAE領域３６１を対象として行われる。図２０において、ユーザがスポット測光モー
ドを設定すると、AE領域３６１は、図２１Ｂに示されるように、図２１Ａの場合より狭く
なり、AE領域の中心を示すAE処理は、この狭いAE領域３６１を対象として行われる。
【０１６６】
また、スポット測光モード時は、EVFエリア２２１に、AE領域３６１の中心を示すスポッ
ト測光用ポインタ２６０が表示される。
【０１６７】
なお、この初期状態の場合（ユーザがAE領域３６１の位置を指定していない場合）、AE領
域３６１は、その中心がEVFエリア２２１（撮影画枠）の中心に位置するように配置され
る。
【０１６８】
このとき、ユーザが図１０のソフトキャプチャボタン２２７を操作したり、メカキャプチ
ャボタン２３を押下（全押し）したりすると、カメラ制御部２１０は、このAE領域を対象
として、AE処理等の調整処理を行った後、画像のキャプチャ処理を行う。なお、メカキャ
プチャボタン２３を半押しした場合は、AE処理等の調整処理のみを行う。また、AE処理が
完了した時点で、スポット測光用ポインタ２６０が点滅するようにしてもよいし、所定の
確認音が鳴るようにしてもよい。
【０１６９】
これによりユーザは、ソフトキャプチャボタン２２７またはメカキャプチャボタン２３を
操作するだけで、撮影画枠の中心付近のみで露光量が調整された画像（例えば、中央の被
写体を浮き上がらせるなどの効果を施した画像）を得ることができる。
【０１７０】
また、このAE枠３６１の位置は、EVFエリア２２１内であれば、ユーザが任意に指定する
ことができる。すなわち、ユーザが、図２１Ｃに示されるように、タッチペン３５等を用



(22) JP 4368106 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

いて、EVFエリア２２１上を１回タップすると、CPU１３１は、タッチパネル３６より供給
された位置情報に基づいて、ユーザがタップした位置がAE領域３６１の中心となるように
、スポット測光用ポインタ２６０を移動させ、そのAE領域３６１を対象としたAE処理をカ
メラ部２２に実行させる。
【０１７１】
AE領域３６１を初期状態（図２１Ａに示される状態）に戻したい場合、ユーザは、EVFエ
リア２２１上において、ダブルタップを行う。CPU１３１は、タッチパネル３６より供給
された、ユーザがダブルタップを行ったことを示す情報に基づいて、AE領域を初期化する
とともに、表示制御部１３６を制御して、LCD２８に表示されているスポット測光用ポイ
ンタ２６０を初期状態に戻し、カメラ制御部２１０を制御して、AE処理を実行させる。
【０１７２】
なお、図２１Ｄに示されるように、上述した常時AFモードまたはワンショットAFモードに
おいて、ユーザがAF枠２６１を移動させた際に、スポット測光用ポインタ２６０がAF領域
の中心に位置するように、AE領域３６１も同様に移動させるようにしてもよい。
【０１７３】
さらに、図示は省略するが、図１４Ｄにの場合と同様に、EVFエリア２２１に所定の間隔
で、複数のグリッド線を設定しておき、ユーザが、EVFエリア２２１上を１回タップする
と、CPU１３１が、ユーザがタップした位置の位置情報をタッチパネル３６より取得し、
最も近い位置のグリッド線の交点を算出し、その交点の座標がAE領域３６１の中心となる
ようにスポット測光用ポインタ２６０を移動させ、カメラ制御部２１０にAE処理を実行さ
せるようにしてもよい。
【０１７４】
なお、以上において、AE領域３６１の範囲の広さは、通常時のAE領域３６１の広さが、ス
ポット測光時の広さよりも広ければ、どのような広さであってもよい。また、AE領域３６
１およびスポット測光用ポインタ２６０は、EVFエリア２２１に表示するようにしてもよ
いし、表示しないようにしてもよい。
【０１７５】
次に、上述したスポット測光モードにおけるAE処理について、具体的に説明する。ユーザ
が、図２０の設定画面３０１において、スポット測光項目３５１で「入」を選択すると、
スポット測光モードに移行し、AE領域が、図２１Ａの状態から、図２１Ｂの状態に変化す
る。そして、PDA１は、スポットAE処理を開始する。
【０１７６】
図２２および図２３のフローチャートを参照して、スポット測光モードにおけるスポット
AE処理について説明する。図２１Ｂを参照して上述したように、スポット測光モードの初
期状態（ユーザがAE領域３６１の位置を指定していない状態）において、EVFエリア２２
１には、狭い範囲のAE領域が、その中心がEVFエリア２２１の中心に位置するように、設
定されており、EVFエリア２２１の中心にスポット測光用ポインタ２６０が表示されてい
る。
【０１７７】
CPU１３１は、ステップＳ９１において、タッチパネル３６を制御し、図２１Ｃに示され
るように、ユーザによりAE領域の位置が指定されたか否かを判定する。ユーザがLCD２８
のEVFエリア２２１上を１回タップすると、タッチパネル３６は、それを検出し、CPU１３
１にその位置情報を供給する。
【０１７８】
タッチパネル３６よりタップされた位置の位置情報が供給され、AE領域３６１の位置が指
定されたと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ９２に処理を進め、供給された位置
情報に基づいて、スポット測光用ポインタ２６０を指定された位置に配置する。すなわち
、CPU１３１は、AE領域３６１を、ユーザに指定された位置が中心となるように設定する
。
【０１７９】
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そして、ステップＳ９３において、カメラ制御部２１０は、CPU１３１より供給されたAE
領域の位置情報に基づいて、設定されたAE領域３６１について露出を調整し、AE処理を行
う。
【０１８０】
そして、AE処理が完了すると、CPU１３１は、処理をステップＳ９４に進め、スポット測
光用ポインタ２６０の位置、およびAE処理の終了を通知するように、表示制御部１３６を
制御して、LCD２８に表示されているスポット測光用ポインタ２６０を所定の時間点滅さ
せる。点滅が終了するとCPU１３１は、処理をステップＳ９５に進める。
【０１８１】
ステップＳ９１において、タッチパネル３６より位置情報が供給されておらず、AE領域３
６１の位置が指定されていないと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ９２乃至Ｓ９
４の処理を省略し、ステップＳ９５に処理を進める。
【０１８２】
ステップＳ９５において、タッチパネル３６を制御し、ユーザによりAE領域３６１の初期
化が指示されたか否かを判定する。ユーザがLCD２８のEVFエリア２２１上をダブルタップ
すると、タッチパネル３６は、それを検出し、CPU１３１にその情報を供給する。
【０１８３】
タッチパネル３６よりダブルタップの情報が供給され、AE領域３６１の初期化が指示され
たと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ９６に処理を進め、スポット測光用ポイン
タ２６０を初期の位置に配置する。すなわち、CPU１３１は、AE領域の中心がEVFエリア２
２１の中心にくるような位置に、スポット測光用ポインタ２６０を配置する。
【０１８４】
そして、ステップＳ９７において、カメラ制御部２１０は、CPU１３１に供給されたAE領
域３６１の位置情報に基づいて、設定されたAE領域３６１について露出を調整し、AE処理
を行う。
【０１８５】
そして、AE処理が終了すると、CPU１３１は、処理をステップＳ９８に進め、スポット測
光用ポインタの位置、およびAE処理の終了を通知するように、表示制御部１３６を制御し
て、LCD２８に表示されているスポット測光用ポインタ２６０を所定の時間点滅させる。
点滅が終了するとCPU１３１は、処理を図２３のステップＳ９９に進める。
【０１８６】
ステップＳ９５において、ユーザにより、AE領域３６１の初期化が指示されていないと判
定した場合、CPU１３１は、ステップＳ９６乃至Ｓ９８の処理を省略し、図２３のステッ
プＳ９９に処理を進める。
【０１８７】
図２３のステップＳ９９において、CPU１３１は、タッチパネル３６および入力部１３７
を監視し、ユーザにより、メカキャプチャボタン２３が半押し操作された、若しくは、メ
イン画面２２０上のソフトキャプチャボタン２２７が操作れたかを判定する。
【０１８８】
メカキャプチャボタン２３が半押し操作された、若しくは、メイン画面２２０上のソフト
キャプチャボタン２２７が操作れたと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１００に
おいて、AE領域３６１について、AE処理を実行する。
【０１８９】
そして、AE処理が終了すると、CPU１３１は、処理をステップＳ１０１に進め、スポット
測光用ポインタ２６０の位置、およびAE処理の終了を通知するように、表示制御部１３６
を制御して、LCD２８に表示されているスポット測光用ポインタ２６０を所定の時間点滅
させる。点滅が終了するとCPU１３１は、処理をステップＳ１０２に進める。
【０１９０】
ステップＳ９９において、メカキャプチャボタン２３が半押し操作されておらず、かつ、
メイン画面２２０上のソフトキャプチャボタン２２７が操作れていないと判定した場合、
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CPU１３１は、ステップＳ１００およびＳ１０１の処理を省略し、ステップＳ１０２に処
理を進める。
【０１９１】
ステップＳ１０２において、CPU１３１は、ユーザの指示等に基づいて、スポットAE処理
を終了するか否かを判定する。終了しないと判定した場合、CPU１３１は、処理を図２２
のステップＳ９１に戻し、それ以降の処理を繰り返す。
【０１９２】
また、ステップＳ１０２において、スポットAE処理を終了すると判定した場合、CPU１３
１は、ステップＳ１０３において終了処理を行った後、スポットAE処理を終了する。
【０１９３】
以上のようなスポット測光モードにより、ユーザは、容易に、撮影画枠内の任意の位置を
対象とするスポットAE処理を行った静止画像を得ることができる。
【０１９４】
次に、図２１Ｄに示されるように、スポット測光用ポインタ２６０を、常にAE枠２６１の
中心に位置させるように配置する場合のAF処理およびAE処理について説明する。
【０１９５】
最初に、上述した場合の、常時AFモードにおいて実行される常時AF処理について、図２４
および図２５のフローチャートを参照して説明する。この場合も、上述した常時AFモード
の場合と同様に、初期状態（ユーザがAF枠２６１の位置を指定していない状態）において
、EVFエリア２２１には、広めのAF領域の範囲を示す第１のサイズのAF枠２６１が、その
中心がEVFエリア２２１の中心に位置するように配置されている。また、スポット測光モ
ードである場合、図２１Ｂに示されるように、EVFエリア２２１の中心にスポット測光用
ポインタ２６０が配置されている。
【０１９６】
CPU１３１は、ステップＳ１２１において、タッチパネル３６を制御し、図２１Ｄに示さ
れるように、ユーザによりAF枠２６１の位置が指定されたか否かを判定する。ユーザがLC
D２８のEVFエリア２２１上を１回タップすると、タッチパネル３６は、それを検出し、CP
U１３１にその位置情報を供給する。
【０１９７】
タッチパネル３６よりタップされた位置の位置情報が供給され、AF枠２６１の位置が指定
されたと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１２２に処理を進め、供給された位置
情報に基づいて、第１のサイズより小さい第２のサイズのAF枠を指定された位置に配置す
る。
【０１９８】
そして、ステップＳ１２３において、CPU１３１は、AEのモードがスポット測光モードで
あるか否かを判定し、スポット測光モードであると判定した場合、ステップＳ１２４にお
いて、AE領域３６１の中心がAF領域の中心と同じ位置になるように、スポット測光用ポイ
ンタ２６０を配置する。スポット測光用ポインタ２６０を配置したCPU１３１は、処理を
ステップＳ１２５に進める。
【０１９９】
また、ステップＳ１２３において、スポット測光モードではないと判定した場合、CPU１
３１は、ステップＳ１２４の処理を省略し、ステップＳ１２５に処理を進める。
【０２００】
ステップＳ１２５において、カメラ制御部２１０は、CPU１３１より供給されたAF領域お
よびAE領域３６１の位置情報に基づいて、配置されたAF枠２６１に囲まれたAF領域につい
て、TTLコントラスト検出方式により、フォーカスを調整するとともに、配置されたAE領
域３６１を対象として露出を調整する。
【０２０１】
そして、フォーカス調整および露出調整が終了すると、CPU１３１は、処理をステップＳ
１２６に進め、AF枠２６１およびスポット測光用ポインタ２６０の位置、並びに調整処理
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の終了を通知するように、表示制御部１３６を制御して、LCD２８に表示されているAF枠
２６１およびスポット測光用ポインタ２６０を所定の時間点滅させる。点滅が終了すると
CPU１３１は、処理をステップＳ１２７に進める。
【０２０２】
ステップＳ１２１において、タッチパネル３６より位置情報が供給されておらず、AF枠２
６１の位置が指定されていないと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１２２乃至Ｓ
１２６の処理を省略し、ステップＳ１２７に処理を進める。
【０２０３】
ステップＳ１２７において、CPU１３１は、タッチパネル３６を制御し、ユーザによりAF
枠２６１の初期化が指示されたか否かを判定する。ユーザがLCD２８のEVFエリア２２１上
をダブルタップすると、タッチパネル３６は、それを検出し、CPU１３１にその情報を供
給する。
【０２０４】
タッチパネル３６よりダブルタップの情報が供給され、AF枠２６１の初期化が指示された
と判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１２８に処理を進め、第１のサイズのAF枠２
６１を初期の位置に配置する。
【０２０５】
そして、CPU１３１は、ステップＳ１２９において、AEのモードがスポット測光モードで
あるか否かを判定し、スポット測光モードであると判定した場合、ステップＳ１３０にお
いて、AE領域３６１の中心がAF領域の中心と同じ位置になるように、スポット測光用ポイ
ンタ２６０を配置する。スポット測光用ポインタ２６０を配置したCPU１３１は、処理を
ステップＳ１３１に進める。
【０２０６】
また、ステップＳ１２９において、スポット測光モードではないと判定した場合、CPU１
３１は、ステップＳ１３０の処理を省略し、ステップＳ１３１に処理を進める。
【０２０７】
ステップＳ１３１において、カメラ制御部２１０は、CPU１３１より供給されたAF枠２６
１およびスポット測光用ポインタ２６０の位置情報に基づいて、配置されたAF枠２６１に
囲まれたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォーカスを調整するとと
もに、AE領域３６１を対象とした露出の調整を行う。
【０２０８】
そして、それらの調整処理が終了すると、CPU１３１は、処理をステップＳ１３２に進め
、AF枠２６１およびスポット測光用ポインタ２６０の位置、並びに調整処理の終了を通知
するように、表示制御部１３６を制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１および
スポット測光用ポインタ２６０を所定の時間点滅させる。点滅が終了するとCPU１３１は
、処理を図２５のステップＳ１３３に進める。
【０２０９】
ステップＳ１２７において、ユーザにより、AF枠２６１の初期化が指示されていないと判
定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１２８乃至Ｓ１３２の処理を省略し、図２５のス
テップＳ１３３に処理を進める。
【０２１０】
図２５のステップＳ１３３において、CPU１３１は、タッチパネル３６および入力部１３
７を監視し、ユーザにより、メカキャプチャボタン２３が半押し操作された、若しくは、
メイン画面２２０上のソフトキャプチャボタン２２７が操作れたかを判定する。
【０２１１】
メカキャプチャボタン２３が半押し操作された、若しくは、メイン画面２２０上のソフト
キャプチャボタン２２７が操作れたと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１３４に
おいて、AF枠２６１に囲まれたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォ
ーカスを調整するとともに、AE領域３６１を対象とした露出の調整を行う。
【０２１２】
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そして、調整処理が終了すると、CPU１３１は、処理をステップＳ１３５に進め、AF枠２
６１およびスポット測光用ポインタ２６０の位置、並びに調整処理の終了を通知するよう
に、表示制御部１３６を制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１およびスポット
測光用ポインタ２６０を所定の時間点滅させる。点滅が終了するとCPU１３１は、処理を
ステップＳ１３６に進める。
【０２１３】
ステップＳ１３３において、メカキャプチャボタン２３が半押し操作されておらず、かつ
、メイン画面２２０上のソフトキャプチャボタン２２７が操作れていないと判定した場合
、CPU１３１は、ステップＳ１３４およびＳ１３５の処理を省略し、ステップＳ１３６に
処理を進める。
【０２１４】
ステップＳ１３６において、CPU１３１は、ユーザの指示等に基づいて、フォーカス処理
を終了するか否かを判定する。終了しないと判定した場合、CPU１３１は、処理を図２４
のステップＳ１２１に戻し、それ以降の処理を繰り返す。
【０２１５】
また、ステップＳ１３６において、フォーカス処理を終了すると判定した場合、CPU１３
１は、ステップＳ１３７において終了処理を行った後、常時AF処理を終了する。
【０２１６】
以上のような常時AFモードにより、どのような画像構成であっても、ユーザは、容易に、
より好適なAF処理、および、より効果的なAE処理を行った静止画像を得ることができる。
【０２１７】
次に、図２６および図２７のフローチャートを参照して、上述したような場合の、ワンシ
ョットAFモードにおけるAF処理であるワンショットAF処理について説明する。上述したよ
うに、ワンショットAFモードの初期状態（ユーザがAF枠２６１の位置を指定していない状
態）においても、常時AFモードの場合と同様に、図２１Ｂに示されるように、EVFエリア
２２１には、広めのAF領域の範囲を示す第１のサイズのAF枠２６１が、その中心がEVFエ
リア２２１の中心に位置するように、設けられている。また、スポット測光モードである
場合、図２１Ｂに示されるように、EVFエリア２２１の中心にスポット測光用ポインタ２
６０が配置されている。
【０２１８】
CPU１３１は、ステップＳ１５１において、タッチパネル３６を制御し、図２１Ｄに示さ
れるように、ユーザによりAF枠２６１の位置が指定されたか否かを判定する。ユーザがLC
D２８のEVFエリア２２１上を１回タップすると、タッチパネル３６は、それを検出し、CP
U１３１にその位置情報を供給する。
【０２１９】
タッチパネル３６よりタップされた位置の位置情報が供給され、AF枠２６１の位置が指定
されたと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１５２に処理を進め、供給された位置
情報に基づいて、第１のサイズより小さい第２のサイズのAF枠を指定された位置に配置す
る。
【０２２０】
ステップＳ１５３において、CPU１３１は、AEのモードがスポット測光モードであるか否
かを判定し、スポット測光モードであると判定した場合、ステップＳ１５４において、AE
領域３６１の中心がAF領域の中心と同じ位置になるように、スポット測光用ポインタ２６
０を配置する。スポット測光用ポインタ２６０を配置したCPU１３１は、処理をステップ
Ｓ１５５に進める。
【０２２１】
また、ステップＳ１５３において、スポット測光モードではないと判定した場合、CPU１
３１は、ステップＳ１５４の処理を省略し、ステップＳ１５５に処理を進める。
【０２２２】
ステップＳ１５５において、CPU１３３は、AF枠２６１の位置情報をカメラ部２２のカメ
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ラ制御部２１０に供給し、カメラ制御部２１０は、その位置情報に基づいて、配置された
AF枠２６１に囲まれたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォーカスを
調整するとともに、AE領域３６１を対象としてAE処理を行い、露出の調整を行う。
【０２２３】
そして、調整処理が終了すると、CPU１３１は、処理をステップＳ１５６に進め、AF枠２
６１およびスポット測光用ポインタ２６０の位置、および調整処理の終了を通知するよう
に、表示制御部１３６を制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１およびスポット
測光用ポインタ２６０を所定の時間点滅させる。
【０２２４】
CPU１３１は、ステップＳ１５７において、調整処理が終了した時点で、カメラ制御部２
１０を制御して、レンズ部２０１の絞りおよびレンズ位置を固定させ、露出およびフォー
カスを固定する。さらにCPU１３１は、ステップＳ１５８において、メカキャプチャボタ
ン２３およびソフトキャプチャボタン２２７の操作による半押し処理を無効にする。
【０２２５】
半押し処理を無効にしたCPU１３１は、処理を図２７のステップＳ１５９に進める。
【０２２６】
図２６のステップＳ１５１において、タッチパネル３６より位置情報が供給されておらず
、AF枠２６１の位置が指定されていないと判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１５
２乃至Ｓ１５８の処理を省略し、図２７のステップＳ１５９に処理を進める。
【０２２７】
図２７のステップＳ１５９において、CPU１３１は、タッチパネル３６を制御し、ユーザ
によりAF枠２６１の初期化が指示されたか否かを判定する。ユーザがLCD２８のEVFエリア
２２１上をダブルタップすると、タッチパネル３６は、それを検出し、CPU１３１にその
情報を供給する。
【０２２８】
タッチパネル３６よりダブルタップの情報が供給され、AF枠２６１の初期化が指示された
と判定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１６０に処理を進め、第１のサイズのAF枠を
初期の位置に配置する。
【０２２９】
CPU１３１は、ステップＳ１６１において、AEのモードがスポット測光モードであるか否
かを判定し、スポット測光モードであると判定した場合、ステップＳ１６２において、AE
領域３６１の中心がAF領域の中心と同じ位置になるように、スポット測光用ポインタ２６
０を配置する。スポット測光用ポインタ２６０を配置したCPU１３１は、処理をステップ
Ｓ１６３に進める。
【０２３０】
また、ステップＳ１６１において、スポット測光モードではないと判定した場合、CPU１
３１は、ステップＳ１６２の処理を省略し、ステップＳ１６３に処理を進める。
【０２３１】
そして、ステップＳ１６３において、カメラ制御部２１０は、配置されたAF枠２６１に囲
まれたAF領域について、TTLコントラスト検出方式により、フォーカスを調整するととも
に、AE領域３６１を対象としてAE処理を行い、露出を調整する。
【０２３２】
調整処理が終了すると、CPU１３１は、処理をステップＳ１６４に進め、AF枠２６１およ
びスポット測光用ポインタ２６０の位置、および調整処理の終了を通知するように、表示
制御部１３６を制御して、LCD２８に表示されているAF枠２６１およびスポット測光用ポ
インタ２６０を所定の時間点滅させる。
【０２３３】
CPU１３１は、ステップＳ１５７およびＳ１５８の場合と同様に、ステップＳ１６５にお
いて、調整処理が終了した時点で、カメラ制御部２１０を制御して、レンズ部２０１の絞
りおよびレンズ位置を固定させ、露出およびフォーカス位置を固定し、ステップＳ１６６
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において、メカキャプチャボタン２３およびソフトキャプチャボタン２２７の操作による
半押し処理を無効にする。そして、CPU１３１は、処理をステップＳ１６７に進める。
【０２３４】
ステップＳ１５９において、ユーザにより、AF枠２６１の初期化が指示されていないと判
定した場合、CPU１３１は、ステップＳ１６０乃至Ｓ１６６の処理を省略し、ステップＳ
１６７に処理を進める。
【０２３５】
ステップＳ１６７において、CPU１３１は、ユーザの指示等に基づいて、フォーカス処理
を終了するか否かを判定する。終了しないと判定した場合、CPU１３１は、処理を図２６
のステップＳ１５１に戻し、それ以降の処理を繰り返す。
【０２３６】
また、ステップＳ１６７において、フォーカス処理を終了すると判定した場合、CPU１３
１は、ステップＳ１６８において終了処理を行った後、ワンショットAF処理を終了する。
【０２３７】
以上のようなワンショットAFモードにより、いわゆる「置きピン」の撮影においても、ユ
ーザは、容易に、より好適なAF処理、および、より効果的なAE処理を行った静止画像を得
ることができる。
【０２３８】
以上において、AF処理は、TTLコントラスト検出方式を用いて行うように説明したが、AF
処理の方法はこれ以外であってもよく、例えば、赤外線や超音波を出力することにより被
写体までの距離を測定する各種のアクティブ方式や、撮影レンズを通った光を二つに分け
、そのズレの量と方向を検出してピント位置を検出するTTL位相差検出方式等であっても
よい。
【０２３９】
また、AF処理およびAE処理等の調整処理の終了を、AF枠２６１およびスポット測光用ポイ
ンタ２６０を点滅させることでユーザに通知するように説明したが、これに限らず、他の
インジケータを用いるようにしてもよいし、確認音を出力するようにしてもよいし、さら
に、複数の方法を組み合わせるようにしてもよい。
【０２４０】
さらに、確認音は、例えば、フォーカスモードが切り替えられた時や静止画像がキャプチ
ャされた時などのように、その他の処理が行われる毎に出力されるようにしてもよい。そ
の際、確認音が対応する処理によって確認音の内容を変更するようにしてもよい。
【０２４１】
なお、ユーザによるAF領域やAE領域の位置の指定は、各領域の中心であるように説明した
が、これに限らず、例えば、領域の右上端の座標等、領域のどの位置を指定するようにし
てもよい。さらに、ユーザが指定した座標が領域の外に位置するように、AF領域やAE領域
を移動するようにしてもよい。
【０２４２】
また、ユーザによるAF領域やAE領域の位置の指定は、ユーザがEVFエリア２２１上をダブ
ルタップした場合に、初期化されるように説明したが、これに限らず、ユーザが、所定の
時間より長時間EVFエリア２２１上をタップした場合に初期化されるようにしてもよいし
、静止画像がキャプチャされた場合に初期化されるようにしてもよいし、これらのうち、
いずれかの場合に初期化されるようにしてもよい。
【０２４３】
以上においては、撮像機能付きPDAを用いて説明したが、これに限らず、例えば、デジタ
ルスチルカメラや撮像機能を有する携帯型電話機等のように、AF機能およびAE機能を含む
撮像機能を備え、さらに、得られた画像を表示するディスプレイを備える電子機器であれ
ば何でもよい。
【０２４４】
従って、上述した例のように、ディスプレイにタッチパネルが重畳されていなくても、例
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えば、十字キー等のような、AF枠２６１やスポット測光用ポインタの位置を自在に移動さ
せることのできる入力部を備えた電子機器であればよいが、特に、ディスプレイにタッチ
パネルが重畳された、撮像機能を有するPDAやノート型パーソナルコンピュータ等の場合
、AF枠２６１やスポット測光用ポインタの操作をより容易に行うことができる。
【０２４５】
また、以上においては、カメラ２２やLCD２８等は、１台のPDAとして構成されるように説
明したが、これに限らず、上述したPDA１の各部が別体で構成されるようにしてもよい。
【０２４６】
また、上述した例においては、スロット６４に装着されるメモリは、メモリカード１４３
であったが、スロット６４が対応できる記録媒体であれば限定されない。例えば、図示は
しないが、その他の半導体メモリ、磁気ディスク、光ディスク、または光磁気ディスク等
でもよい。
【０２４７】
なお、以上の処理は、ハードウェアにより実行することができるが、ソフトウェアにより
実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソ
フトウェアを構成するプログラムがPDA１に、ネットワークや記録媒体からインストール
される。ただし、記録媒体は、PDA１に直接装着される場合のみならず、必要に応じて他
の装置に装着される場合もある。この場合、他の装置とPDA１が相互に通信を行うことで
、プログラムがPDA１にインストールされる。
【０２４８】
この記録媒体は、図８に示されるように、装置本体とは別に、ユーザにプログラムを供給
するために配布される、プログラムが記憶されているメモリスティック１４３といった半
導体メモリのみならず、図示はしないが、例えば、磁気ディスク（フロッピディスクを含
む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disk-Read only Memory),DVD(Digital Versatile Di
sk)を含む）、もしくは光磁気ディスク（ＭＤ（Mini-Disk）を含む）などよりなるパッケ
ージメディアにより構成されることができる。さらに、装置本体に予め組み込まれた状態
でユーザに供給される、プログラムが記憶されているROM１３２や、EEPROMやハードディ
スクとしての記憶部１３９などで構成される。
【０２４９】
なお、以上においては、各フローチャートに示される処理は、図８のCPU１３１がソフト
ウェアにより実行するようにしたが、各処理を実行するハードウェアを用意するようにし
て、ハードウェアにより実行されるようにすることも、もちろん可能である。
【０２５０】
なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、記載
された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されな
くとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０２５１】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、被写体を撮像することができる。特に、より好適な自動
合焦を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したPDAの正面の構成例を表す外観図である。
【図２】図１のPDAの裏面の構成例を表す外観図である。
【図３】図１のPDAの表示部の回動および開閉操作を説明する斜視図である。
【図４】図１のPDAの表示部の回動および開閉操作を説明する斜視図である。
【図５】図１のPDAの表示部の回動および開閉操作を説明する斜視図である。
【図６】図１のPDAの使用状態を示す図である。
【図７】図１のPDAの使用状態を示す図である。
【図８】図１のPDAの内部の構成例を示すブロック図である。
【図９】図２４のPDAのカメラ部の内部の構成例を示すブロック図である。
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【図１０】静止画撮影モード時のメイン画面の様子を示す模式図である。
【図１１】図１０のEVFエリアの表示例を示す模式図である。
【図１２】設定画面の構成例を示す模式図である。
【図１３】設定画面の他の構成例を示す模式図である。
【図１４】　AF枠の表示例を示す模式図である。
【図１５】図１のPDAの撮像処理を説明するフローチャートである。
【図１６】図１のPDAの常時AF処理について説明するフローチャートである。
【図１７】図１のPDAの常時AF処理について説明する、図１６に続くフローチャートであ
る。
【図１８】図１のPDAのワンショットAF処理について説明するフローチャートである。
【図１９】図１のPDAのワンショットAF処理について説明する、図１８に続くフローチャ
ートである。
【図２０】設定画面の、さらに他の構成例を示す模式図である。
【図２１】スポット測光用ポインタの表示例を示す模式図である。
【図２２】図１のPDAのスポットAE処理について説明するフローチャートである。
【図２３】図１のPDAのスポットAE処理について説明する、図２２に続くフローチャート
である。
【図２４】図１のPDAの常時AF処理の他の例について説明するフローチャートである。
【図２５】図１のPDAの常時AF処理の他の例について説明する、図２４に続くフローチャ
ートである。
【図２６】図１のPDAのワンショットAF処理の他の例について説明するフローチャートで
ある。
【図２７】図１のPDAのワンショットAF処理の他の例について説明する、図２６に続くフ
ローチャートである。
【符号の説明】
２２　カメラ，　２３　メカキャプチャボタン，　２８　LCD，　１３１　CPU，　１３６
　表示制御部，　２０１　レンズ部，　２０２　CCD，　２１０　カメラ制御部，　２１
１　レンズ部駆動回路，　２２１　EVFエリア，　２２７　ソフトキャプチャボタン，　
２６０　スポット測光用ポインタ，　２６１　AF枠，　３６１　AE領域
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【図１５】 【図１６】
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【図２３】 【図２４】
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